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明治40年(1907)代以降、台湾での味噌の製造量と輸入量が年々増えていたものの、

家庭や学校の寮で味噌を食べる習慣が1930年代まではまだ確立されていないことが、

先行調査で分かった。にもかかわらず、戦争が始まった昭和16年には最高生産量を記

録した。すなわち、戦争の勃発が、台湾人が家庭で味噌を利用するように繋がる重要

な転換期ではないかと考えられる。東京と大阪で行った文献調査の結果によると、内

地に頼らず「自給自足」を目指す日本政府の方針が、味噌の生産量が急増した要因の

一つであると推測できる。また、林献堂、洪陳勤が残した日記を見れば、昭和12年(19

37)以降の「皇民化政策」、戦争直前に頒布した「興亜奉公日」、戦時中の「食料配給

制度」の実施などが、台湾家庭の味噌への需要を促した起爆剤だと思われる。一方で

、「味噌」を拒む知識層も存在していた。たとえば台湾人作家の呉濁流の短編小説の

中で、「味噌汁」が帝国日本の代表的な食事として登場し、国語家庭になろうとして

「毎朝味噌汁ばかり飲んでいる」息子と、それに反抗して台湾の「油條（揚げパン）

」を欲しがっている母親との執拗が描かれている。 

さ ら に 、 戦 後 の 状 況 を 把 握 す る た め 、 台 中 及 び 屏 東 に あ る 味 噌 製 造 の 老 舗

工 場 を 訪 問 し 、 二 代 目 の 経 営 者 に イ ン タ ビ ュ ー を 実 施 し た 。 戦 後 の 味 噌 工 場

の ほ と ん ど が 、 米 問 屋 を 経 営 し て い た 台 湾 人 が 日 本 人 か ら 受 け 継 い だ た め 、

味 噌 の 製 造 が 停 止 し な か っ た と 伺 っ た 。 ま た 、 ア メ リ カ か ら の 食 料 品 援 助 で

、 大 量 な 大 豆 が 台 湾 の 市 場 に 流 通 し た こ と で 、 味 噌 の 製 造 に 一 役 を 買 っ た 。

当 時 の 台 湾 で も 食 料 不 足 の 問 題 に 直 面 し て い た た め 、 台 湾 の 気 候 や 自 然 環 境

の 下 で 、 比 較 的 に 速 く 製 造 で き 、 安 価 で 調 理 に 便 利 な 味 噌 が 、 市 場 の 料 理 屋

に と っ て も 一 般 の 消 費 者 に と っ て も 有 利 な 選 択 で あ っ た と い う 。 一 方 、 60年

代 は 自 転 車 で 町 を 回 り 販 売 し て い た が 、 70年 代 か ら 80年 代 に は 車 が 主 な 販 売

ツ ー ル に な り 、 市 場 に 出 ま わ し 易 く な っ た 。 各 地 の ご 当 地 料 理 の 隠 し 味 と し

て 味 噌 が 使 用 さ れ る こ と が 多 く 、 今 や 日 常 生 活 に よ く 見 か け る 調 味 料 に な っ

て い る 。  

こ れ ま で の 研 究 は 、 「 台 湾 料 理 」 の 形 成 を 、 日 本 の 植 民 地 と し て の 台 湾 と

国 民 政 府 が 統 治 す る 戦 後 台 湾 の 歴 史 の 中 で 、 国 家 や 階 級 と い っ た 観 点 で 論 じ

て お り 、 つ ま り 「 台 湾 料 理 」 と い う ジ ャ ン ル の 確 立 は 政 治 権 力 が 関 係 し て い

る こ と を 指 摘 し て い る 。 し か し な が ら 、 「 味 噌 」 の ケ ー ス に お い て は 、 政 治

権 力 の 他 に 、 気 候 、 社 会 経 済 の 環 境 変 化 な ど の 要 素 も 重 要 で あ り 、 食 文 化 の

形 成 は 国 家 や 階 級 の 力 へ 対 す る 反 動 と し て 、 庶 民 た ち が 社 会 環 境 に 適 応 し 、

新 し い も の を 創 っ て い く 力 も 重 要 視 す べ き だ と 考 え ら れ る 。 そ の 全 体 像 を さ

ら に 具 体 的 に 描 く た め 、 今 後 は 70年 代 以 降 台 湾 で 残 存 す る 味 噌 の レ シ ピ の 収

集 や 、 オ ー ラ ル ヒ ス ト リ ー の 調 査 を 行 っ て い き た い と 考 え て い る 。  
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